
No.２０８ 教育いちかわ （２） 2021年（令和３年）１１月３０日（火） 

今年度の「教育いちかわ」は、6月9日（水）、7月12日（月）、11月30日（火）、3月7日（月）の年間4回（WEB版）の発行となります。 

 

令和３年４月よりスタートした「東国分爽風
そうふう

学園（東国分中学校、曽谷小学校、

稲越小学校）」では、３校の先生方を中心とした「プロジェクト会議」を立ち上

げ、教育委員会と連携しながら、様々な取り組みを行っています。 

まずはじめに、東国分爽風学園の３校でめざす方向性を示した、「グランドデザ

イン」を作成しました。グランドデザインでは、東国分爽風学園の「学園目標」

や、「めざす学園像」、「めざす児童生徒像」、「めざす教職員像」を示し、子供

たちの学びの重点として、「生徒指導」、「学

校・地域交流活動」、「学力向上」、「特別支援

教育」の４つの柱を提示しました。今年度の後期

より、このグランドデザインに沿って、できるこ

とから順次実施していきます。 

次に、オンライン会議システムを使って、夏休

み前に３校をつないで「合同オンライン集会」を

行いました。夏休みの過ごし方について、各学校

の生徒指導主任の先生や校長先生方が３校の児童

生徒に向けて話をしました。児童生徒は、各教室

にて大型提示装置に映し出された先生方の話を真

剣に聞いていました。 

また、夏休み中には、オンライン会議システム

を使った、３校の先生方による「合同研修会」を

行いました。「授業における学校図書館の有効な

活用方法」について、各学校の学校図書館にある

本を活用しながら、「主体的・対話的で深い学

び」の推進に向けた研修を行いました。 

 さらに、１０月からは、中学校の教員による、

小学校への乗り入れ授業を実施しています。中学

校の数学科の教員が主となって、小学６年生の算

数「比例と反比例」の授業を行い、小学校の担任

は学級全体を把握しながら授業のサポートを行っ

ています。小学校で授業を行っている中学校の教

員は、「小学校と中学校の学習内容のつながりが

わかり、今後の中学校での授業に役立つ機会とな 

っています。」と話していました。           

只今絶賛進行中！  現在、グランドデザインに示された柱の一つである「学力
向上」に掲げた「新しい教科」を令和４年度から実施するた
めの検討も進めています。「新しい教科」は、３校の特色を
生かすとともに、地域に根差した教科となるよう、学校と教
育委員会が連携しながら話し合いを進めています。 

今後は、小学校同士の交流や２校の小学校と中学校との交
流、小学校と中学校との授業での連携、教職員同士の連携、
そして、小学生の中学校の部活動への参加などについても検
討を進め、３校の小中一貫教育の取り組みを推進していきま
す。 

【学校環境調整課】 

【オンライン集会の様子】 

【教職員のオンライン研修の様子】 

   【中学校の教員による、 
      小学校の算数科への 

        乗り入れ授業の様子】 

 平成２７年度に小中一貫校として開校し、翌年度には県内初の義務教育

学校としてスタートした塩浜学園ですが、一体型校舎の新築工事が今年８

月末に全て完了し、１０月２９日（金）に新校舎落成記念式典が行われま

した。 

当日は、記念式典・新旧児童生徒会役員交代式・記念撮影が行われ、

５・９年生は会場での参加、他の学年は教室からオンラインにより参加し

ました。 

記念式典では、ストーリー仕立てになった新校舎建設の映像や５年生に

よる「お祝い太鼓」が披露され、会場から大きな拍手が送られました。 

松井校長は、「『物事は感謝することからしか始まらない』という思い

を、未来をつなぐ塩浜の子供たちに伝えたい。旧校舎の思い出や新校舎の

好きな場所を大事にしてほしい。」と児童生徒に改めて「感謝」の重要性

を伝えていました。 

 続 い て、児 童 生 徒 会 長

は、「新校舎が完成したこ

とで多くの変化があった。

１～９年生が同じ空間で生

活することだけでなく、お

互いが尊重し合う姿に義務

教 育 学 校 の 意 義 を 感 じ

る。」と い う 言 葉 と と も

に、「在校生は、旧校舎に

もたくさんの思い出がある

が、新校舎でも思い出と新 

たな伝統を作りたい。」と 「校章を描いた集合写真（来賓も含む）」  
お祝い太鼓（５年生）   

新校舎建設にかかわった方々への感謝の気持ちや新たな決意を力強く

語っていました。 

その後、S・M・Lブロック代表による「感謝の言葉」があり、全校児

童生徒の「感謝の言葉」が来賓代表者に盛大な拍手とともに手渡されま

した。 

参加された来賓を代表して、田中教育長が、「塩浜学園の特長は、学

年の枠を超えて、共に学び、共に生活するチームとしての姿である。児

童生徒には、自分らしい夢を持ち、『心をひらき』、『人をつなぎ』、

『学びをつむぐ』ことを大切にして夢の実現につなげてほしい。」と新

校舎で学ぶ在校生にエールを贈りました。 

 塩浜学園の合言葉は、「ひらき・つなぎ・つむぐ」です。この合言葉

をもとに、小中一貫教育によるつながりのある教育課程づくり、小規模

校の特長を生かした、きめ細やかな授業づくり、コミュニティ・スクー

ルによる地域と一体型の学校づくりをこれからも目指していきます。  

【義務教育課】 


